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主要渋滞ポイント数 平成15年度 平成16年度

（箇所）

溝川交差点の
渋滞緩和

海士交差点の
渋滞緩和

～活き活きと～　【住民生活をもっと豊かにする】

－１４－ －１５－

　　主要渋滞ポイント数

１．鳥取県の現状

※H16時点の状況

■鳥取県内には、鳥取市と米子市を中心に、慢性的に渋滞している「主要渋滞ポ

イント」が２２箇所存在しています。

■そのうち溝川交差点については、平成１５年度に緩和しています。

鳥取県の都市部では
多くの箇所で
渋滞しているなぁ

Ｈ１６年度完了事業箇所の一覧表

■平成１６年度には、主要渋滞ポイントである国道９号の海士交差点で右折レーン
の設置が実施され、交通渋滞が緩和したので目標を達成しました。

■また国道９号白兎では、昨年度の事業により効果はみられたものの、一部に渋滞
が残っているため、今後も引き続き対策を進めます。

２．昨年度の成果（達成度報告）

：効果が大きな事例　　　：効果がみられた事例　　　：十分な効果がみられない事例

主要渋滞ポイントの位置

主要渋滞ポイント数の推移

評価

溝川～白兎地区で
渋滞が緩和傾向、
継続して検討を実
施。

渋滞長は大きく減少。

効果の内容

すり抜けレー
ンの設置等

右折レーン
の設置

事業内容

Ｐ１６
参照

国道９号
海士交差点改良

国土

交通省

Ｐ１８
参照

国道９号白兎
国土

交通省

主体 備考事業箇所



交
流
と
連
携

活
き
活
き
と

安
全
で
安
心

主要渋滞ポイント数

利用者の声

この交差点は右折車の割合が多いが、右折レー
ンがないため、右折車が直進車を阻害してお
り、朝夕のラッシュ時には交差点を通過する
のに５分程度はかかっていた。右折レーンが
設置されたことにより、直進車がスムースに
流れるようになった。
（３０代、男性）

この交差点は右折車の割合が多いが、右折レー
ンがないため、右折車が直進車を阻害してお
り、朝夕のラッシュ時には交差点を通過する
のに５分程度はかかっていた。右折レーンが
設置されたことにより、直進車がスムースに
流れるようになった。
（３０代、男性）

以前は右折レーンが無かったため、右折車は対向車線にはみ出て右折待ちを
することが多く、対向車と接触しそうであった。特に国道９号は大型車が多
いため、非常に危険な状況であった。右折レーンが設置されたことで、右折
車は右折レーンで右折待ちをすることが出来、安全が確保されたと思う。
（４０代、男性）

以前は右折レーンが無かったため、右折車は対向車線にはみ出て右折待ちを
することが多く、対向車と接触しそうであった。特に国道９号は大型車が多
いため、非常に危険な状況であった。右折レーンが設置されたことで、右折
車は右折レーンで右折待ちをすることが出来、安全が確保されたと思う。
（４０代、男性）

渋滞損失時間の変化

海士交差点

国道９
号国道９号

至
京
都

至
下
関

※渋滞損失時間はプローブ調査結果を基に算出

交差点改良前後のｋｍあたり渋滞損失時間

交差点西側
改良前　１２，２２８人時間/年
改良後　８，８２７人時間/年

交差点東側
改良前　１４，９２９人時間/年
改良後　１２，５２５人時間/年

交差点改良前のｋｍあたり渋滞損失時間

交差点改良後のｋｍあたり渋滞損失時間

交差点改良前のｋｍあたり渋滞損失時間

交差点改良後のｋｍあたり渋滞損失時間

交差点改良により
渋滞損失時間が削減！

２８％削減

１６％削減

～海士交差点の改良～

供用前　
　　　　２７，２１７人時間/年
供用後　
　　　　２１，３５２人時間/年
削減時間
　　　　５，８６５人時間/年
　　　　　（約２２％削減）

具体事業
の成果 ・主要渋滞ポイントである海士交差点の改良により、交通渋滞が

緩和しました。

評　価

・交差点形状が変形で、かつ右折レーンが無いため通勤時
間帯に交通渋滞が発生。主要渋滞ポイントに指定。

・交差点の形状を正常化し、本線に右折レーンを設置する
ことで、渋滞緩和を図る。

事業の目的

事業の内容

事業の効果

・事業により渋滞長が最大４４０ｍ減少するなど、交通渋
滞は大きく緩和。

・渋滞損失時間も約２割削減。

－１６－ －１７－

～活き活きと～　 【住民生活をもっと豊かにする】

対策前

対策後

事業の効果

国道９
号国道９号

最大渋
滞長　

１６０
ｍ

　通過
時間　

１分

最大渋滞長　１００ｍ
　通過時間　０分

最大
渋滞
長　
３０
０ｍ

　通
過時
間　
１分

交差点改良により
渋滞長が減少！

最大
渋滞
長　
７４
０ｍ

　通
過時
間　
５分

最大渋
滞長　

２５０
ｍ

　通過
時間　

１分

最大渋滞長　１２０ｍ

　通過時間　２分

事業前

事業後

＜渋滞長の変化＞
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・費用をかけず短期間で改善可能な対策を国土交通省、
鳥取県、鳥取市、鳥取県警が協力して実施しました。
・結果として主要渋滞ポイントである下阪本交差点、溝
川交差点の渋滞は緩和傾向であり、今後も継続して対
策の検討を行います。

～活き活きと～　 【住民生活をもっと豊かにする】

～国道９号白兎の渋滞対策～
具体事業
の成果

－１８－ －１９－

溝川～白兎地区

渋滞損失時間３Dマップ
白兎渋滞対策検討会

●下坂本交差点県道側に右折レーンの
設置

●下坂本、日光交差点信号９号
側サイクル及び青時間の延長

●日光交差点９号歩道拡幅によ
る町道青時間短縮

●下坂本交差点、日光交差点信
号サイクル連動

日 光 地 区

●溝川～白兎養護学校前信号
整流化

●白兎養護学校前交差点すり抜
けレーン設置

溝 川 地 区

中期対策（用地買収を伴うもの）短期対策地 区 名

検討会での検討内容

【メンバー】
・国土交通省
・鳥取県
・鳥取市
・鳥取県警察

検討会で相談の結果、上記について対策を実施

対策：信号の整流化等

◆信号機の連動により、半数の交差点で渋滞が概ね解消しました。

①国道９号の流れをスムーズにさせるため、各交差点の信号制御を変更

　○日光交差点　　→　歩行者用信号の短縮等を実験し、効果を踏まえＨ１７年度実施を
検討します。

　○下坂本交差点→　信号サイクル長の見直し、県道側の付加車線の設置等の対策を

実施します。

信号の連動等で解消しない箇所について対策を検討

日光交差点（実験中）

国道側の信号サイクルの延
長により、県道側へ負荷が生
じるため付加車線を設置

下坂本交差点

設置前
（H16.12）

設置後
（H17.8）

最大渋滞長

４００ｍ

５４０ｍ

◆すり抜けレーン設置により渋滞が緩和しました。

評　価

②信号の連動で解消しなかった白兎養護学校入口交差点に「すり抜けレーン」設置

白兎養護学校入口交差点すり抜けレーン設置
　　　　　　　　　　　　　（H17.3末完成）

溝川交差点
（概ね解消）

末恒駅交差点
（概ね解消）

伏野交差点
（概ね解消）

依然として渋滞

白兎養護学校入口交差点
520m→540m（残存）

依然として渋滞

下坂本交差点
1,700m→1,410m（残存）

日光交差点

下坂本交差点
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主要渋滞ポイント数～活き活きと～　 【住民生活をもっと豊かにする】

－２０－ －２１－

Ｈ１７年度完了事業箇所の一覧表

国
土
交
通
省

下阪本交差点の渋滞緩和Ｈ１８．３
国道９号

日光交差点改良

白兎周辺の渋滞緩和Ｈ１８．３
国道９号

白兎交差点改良

交差点付近の渋滞緩和

（大きな効果が期待できます）

期待される効果

Ｈ１８．３
千代大橋西詰

交差点改良

主
体

供用予定
年月

路線名及び事業名

３．本年度のとりくみ（業績計画）

■平成１７年度では早期に効果を発現させるため、(主)鳥取鹿野倉吉線の千代大
橋東詰交差点、国道９号の白兎、日光交差点の改良工事を実施し渋滞の緩和を

図ります。

■アウトカム指標の目標値は、整備効果を考慮して以下のように設定します。

0

5

10

15

20

25

H15 H16 H17 H18 H19末

箇所

主要渋滞ポイント数の目標

１箇所緩和
（２１箇所）

［Ｈ１６］

２箇所緩和
（２０箇所）

［Ｈ１７目標］

３箇所緩和
（１９箇所）

［Ｈ１９目標］

１０箇所緩和
（１２箇所）本年度の事業で主要渋滞ポイントが

１箇所緩和する見込み（全体から計
３箇所の緩和）

・（主）鳥取鹿野倉吉線は上り・下り共に交通量が多く、また右折
レーンがないため右折車が直進車を阻害しており、結果として
交通渋滞が発生しています。
・そのため右折レーンを設置し、交通渋滞の解消を目指します。

～千代大橋西詰交差点改良～具体事業の
期待される
成果

最大渋滞長
（最大通過時間）
450m(6分)

最大渋滞長
(最大通過時間)
600m(5分)

最大渋滞長
(最大通過時間)
400m(6分)

最大渋滞長
（最大通過時間)
600m(5分)

（渋滞状況）

右折レーン設置

（平成17年度の取り組み）

（位置図）

千代大橋
西詰交差点

渋滞緩和の目標値
最大渋滞長５００ｍ未満
最大通過時間５分未満
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４．平成１９年度目標達成に向けた展望

■主要渋滞ポイント数の平成１９年度目標値は１２箇所であり、平成１７年度か

らさらに７箇所の渋滞緩和を目指します。
国道９号下坂本交差点　～右折レーン設置～

整　備
事　例

信号制御の整流化
右折レーン設置

猪ノ子国安線上味野交差点　～交差点改良～

右折レーン設置

現在の状況

右折車が直進車を
阻害し渋滞が発生

現在の状況

－２２－ －２３－

渋滞対策

渋滞対策
９号優先の現示に変更の場合に
県道方向の交通を裁ききれない

平成１９年度末までに完了予定の事業

整備により３箇所
の渋滞緩和


